
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

※赤字は重点取り組み

（知） （体）（徳）

努 力 目 標 ・ 数 値 目 標

＊赤字は，学校評価からの改善点及び取組

課題

青字は、R4年度の重要課題

思いやりの心を持ち

助け合う子ども

学 校 教 育 目 標
「心豊かに 知性を磨き たくましく主体的に行動する子どもの育成」

よく考え 自ら学び

表現することができる子ど
心身ともに健康で

進んで行動する子ども

研 究 主 題
「 主体的に学ぶ 児童の育成 」

～ 学び合う授業の工夫を通して ～

教育活動全体を通して、

子どもたち一人一人の個

性を大切にし、『生きる

力』の育成に努める。

基礎的・基本的内容

を身につけさせ、『確

かな学力』の育成に努

める。

思い遣る心と自尊

心・自己肯定感の育成

に努める。

基本的生活習慣や保

健習慣の定着を図り、

健康

・体力、安全、食教育

に努める。

職員の共通理解に基づ

き全校体制による指導に

努める。

日本国憲法

教育基本法 等

新学習指導要領

第２期教育振興基本計画

新やまなしの教育振興プ

ラン

山梨県指導重点

甲府市指導重点

教師・保護者の願い

児童・地域の実態

社会の要望

前年度の学校評価の結

果

・ＰＤＣＡマネジメントサイ

クルによる教育活動の充実

・学期ごとの振り返り

反省と改善プラン策定

・諸行事・会議の精選

（反省を生かした精選と内容

の見直し・多忙軽減）

・保幼小、小中連携教育の推

進

・「個別の指導計画」「個別

の教育支援計画」作成の充実

・ユニバーサルデザインへの

意識の統一・合理的配慮の実

施

・英語科、外国語活動の取組

の推進

・図書館教育の充実を図る。

・学校集会の工夫を図る。

・家庭学習（自主学習）の

推進

・学びの甲斐善への取組

・山梨スタンダード、甲府

スタイルへの取組

・授業改善への取組

（わかる・楽しい・バレー

ボール型意見交換）

・見通し・振り返りの授業

の実施

・教材、教具の効果的活用

・教科担任制、単元担任制

の充実

・学習規律の徹底・共通理

解

・ＩＣＴの授業への効果的

な活用

・いじめ解消（未然防止、対

応）

・道徳教育の補充・深化・統

合

・規範意識の醸成

・あいさつ

・言葉遣い

・廊下では静かに

・清掃活動の充実

・家庭での読書の推奨

・きまりや約束を守る

（生活アンケートの向上：

・異年齢集団活動の工夫・推

進（児童会での取組）

・体育、保健学習の充実

・「早寝・早起き・朝ごは

ん」の達成

・朝食の摂取

・基本的生活習慣の確立に向

けた取組の実施

・体力の向上

（体力テスト結果の向上）

・一校一実践への取組

（目標値の向上）

・業間活動や外遊びの奨励

・新型コロナウイルス感染症

拡大防止への意識向上推進

・がん教育の実施

・危機管理マニュアル、個

人情報の管理の徹底

・不登校の解消

・ケース会議の開催

（１回以上開催/学期）

・地域人材の活用

学習支援、国際理解教育、

安全・安心等への協力

・安全教育の充実

（自分で命を守る行動

・学校からの情報発信と収

集

教育課程の編成・実施 確かな学力の育成 生徒指導・

道徳教育の推
健康・体力の向上 信頼される

学校づくりの推進

重 点 目 標

具 体 的 な 取 組
１ 創意ある教育課程の編

成と完全実施に努める。

２ 個に応じた「社会を生

き抜く力」の育成に努め

る。

３ 特別な教育的支援の必

要な子供の教育の推進と

その研修に努める。

４ 保幼小連携教育の推進

と小中連携教育の推進を

図る。

１「山梨スタンダード」「甲
府スタイル」による授業改善
を図る。

２ 課題解決の「見通し」と
学習の「振り返り」の活動の
充実を図るとともに、「動き
出したくなる課題」「ノート
指導と板書」に重点を広げて
いく。

３ 生きて働く「知識・技
能」の習得・探究・活用を図
る。

４ 未知の状況にも対応でき
る「思考力・判断力・表現
力」の育成に努める。

５ 「主体的で対話的な深い
学び」による「学びに向かう
力」の育成を図る。

６ 子どもの実態に即した家
庭学習の推進を図る。

７プログラミング教育・ICT
活用の推進を図る。

１ いじめ・不登校・暴力行

為のない愉しい学校生活の

実現を図る。

２ 集団の一員としてよりよ

い生活や人間関係を築く基

礎を培う。

３ 生命を尊重する心・思い

遣る心の育成を図る。

４ 道徳的実践力の育成を図

る。

５外国語教育の充実に努め

る。

６ けじめのある学校生活を

徹底して意識する。

7心通わせる学級集団を作る。

１ 地域・保護者に開かれた

学校づくりに努める。

２ 子どもたちが安全に安心

して学ぶことができる教育環

境の整備に努める。

３ 危機管理意識の一層の向

上を図る。

４ 地域、保護者との連携の

中で、教育目標の具現化に努

める。

５ 報告・連絡・相談・記録

の徹底と共通理解を図る。

６学校教育の充実を柱に保護

者とのコミュニケーションを

図る。

１ 自己管理能力の向上に努

める。

２ 基本的生活習慣の育成を

図る。（「早寝 早起き 朝

ごはん」）

３ 運動の日常化と体力の向

上を図る体育授業、体育的活

動の実施

４ 食教育、がん教育等の、

健康教育を推進する。

『チーム大国』
専門性を生かし、チームとして協働する教職員

保護者・地域・外部人材と連携した学校運営


